
薬
局
で
は
、
遠
慮
な
く

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
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3ステップでわかる！

口
内
炎
の
市
販
薬（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
剤
形
が
あ
り
ま
す
。

飲
み
薬
、
貼
り
薬
、
塗
り
薬
、
ス
プ
レ

ー
な
ど
。
口
内
炎
の
数
や
位
置
に
よ
っ

て
、
使
い
分
け
て
く
だ
さ
い
。

飲
み
薬
に
は
、
炎
症
を
抑
え
る
成
分

や
ビ
タ
ミ
ン
類（
B2
な
ど
）が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
口
内
炎
の
で
き
る
位
置
は

関
係
し
ま
せ
ん
。

貼
り
薬
は
、
患
部
に
直
接
作
用
す
る

の
で
、
炎
症
を
早
く
沈
静
化
さ
せ
ま
す
。

患
部
を
パ
ッ
チ
で
保
護
し
、
傷
の
悪
化

を
防
ぎ
ま
す
。

塗
り
薬
は
、
口
内
炎
が
複
数
あ
っ
て

も
塗
れ
ま
す
。
舌
や
歯
茎
な
ど
パ
ッ
チ

を
貼
り
に
く
い
場
所
で
も
使
用
可
能
。

ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
は
、
口
の
奥
な
ど
、

に
常
在
し
ま
す
が
、
免
疫
が
低
下
す
る

と
、
日
和
見
感
染（
※
）を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
高
齢
者
が
口
内
炎
を
繰
り
か
え

す
場
合
は
、
こ
の
タ
イ
プ
を
疑
い
ま
す
。

と
く
に
寝
た
き
り
の
場
合
、
口
中
が
清

潔
に
保
て
な
い
こ
と
も
多
く
、
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応

で
き
る
の
は
、
お
も
に
①
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
B2
を
摂
取
し
て
予
防
し
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
B2
は
豚
肉
や
レ
バ
ー
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ

ミ
ン
B2
は
腸
内
の
細
菌
に
よ
り
産
生
さ

れ
ま
す
。
食
材
か
ら
摂
取
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
食
事
内
容
と
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
、「
腸
内
環
境
」
を
整

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

口
内
炎
は
口
の
中
に
で
き
る
炎
症
で
、

頰
の
内
側
、
口
の
奥
、
歯
茎
な
ど
に
で

き
る
も
の
で
、
お
も
に
３
種
類
あ
り
ま

す
。

①
ア
フ
タ
性
口
内
炎
：
も
っ
と
も
多
い

タ
イ
プ
で
、
栄
養
不
足
や
ス
ト
レ
ス
、

疲
労
、
睡
眠
不
足
な
ど
に
よ
る
ビ
タ
ミ

ン
B2
不
足
が
原
因
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B2

に
は
、
皮
膚
や
粘
膜
の
細
胞
の
再
生
を

促
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

②
外
傷
性
口
内
炎
：
口
の
粘
膜
が
傷
つ

い
て
、
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
入
れ
歯

の
不
具
合
、
虫
歯
な
ど
の
原
因
を
解
消

し
な
い
限
り
、
繰
り
返
す
こ
と
に
。

③
ウ
イ
ル
ス
性
口
内
炎
：
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
や
カ
ン
ジ
ダ
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌

へ
の
感
染
が
原
因
で
す
。
こ
れ
ら
は
体

腸
内
環
境
を

整
え
る
こ
と
も
大
切

Step

2

市
販
薬
は
剤
形
に
注
目

Step

3

お
も
な
口
内
炎
は
３
種
類

Step

1 軽
度
な
身
体
の
不
調
や
症
状
を
、ご
自
身
で
改
善
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

覚
え
て
お
き
た
い
基
本
知
識
を
、３
ス
テ
ッ
プ
で
説
明
し
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィケ
ー
ション
講
座
　
第 

� 

回

口
内
炎
を
「
作
ら
な
い
、

悪
化
さ
せ
な
い
」
た
め
に

口内炎の原因
パ
ッ
チ
や
軟
膏
の
使
用
が
む
ず
か
し
い

位
置
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

炎
症
部
分
が
硬
か
っ
た
り
、
赤
と
白

の
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
口
腔
が
ん
の

可
能
性
も
。「
い
つ
も
の
口
内
炎
と
ち

が
う
」
と
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
に
薬
剤

師
や
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①アフタ性口内炎
ビタミンＢ２が不足することが原
因。このタイプはだいたい２週
間程度で治ります。

②外傷性口内炎
口の中を噛んだり、入れ歯の不
調や虫歯などで口の粘膜が傷
ついたことが原因です。

③ウイルス性口内炎
発熱を伴うことが多いです。し
つこい口内炎であれば、いちど
耳鼻咽喉科を受診しましょう。
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